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広報誌

ふれあい便り
はネットにも
掲載しています

3月といえばひな祭り。

三月三日のひな祭りは、「桃の節句」とも呼ばれ、古くから女の子の健やかな成長と幸せを

願って行われてきました。ひな人形には、子どもに降りかかる厄を代わりに引き受けてくれ

るという願いが込められています。

今月号
もくじ



地域活動の紹介① ①ページ

 芋煮会を通じた地域活動団体の紹介と施設見学

1月28日、大船4丁目にある「サニーステージ北
鎌倉」にて、芋煮会（サニーカフェ）を開催し
ました。
芋煮会は、みんなで芋煮を囲みながら親睦を深
める日本の伝統的な行事です。地域の皆さまが
自然に交流できるきっかけになればと企画しま
した。
当日は朝から、施設職員や入居者の皆さまにも
ご協力いただき、大きな鍋3つ分の芋煮を準備し
てくださいました。会場には地域の方や入居者
の方など、50名を超える参加があり、熱々の芋
煮を味わいながら和やかな交流の時間となりま
した。
また、活動団体として「傾聴かまくら」「うさ
ぎの耳」「わかちあいカフェ（認知症介護をす
る人のつどい）」の皆さまにもご参加いただき
ました。会場内を回りながらパンフレットの紹
介を行い、普段なかなか接する機会の少ない団
体の活動を知っていただく貴重な機会となりま
した。
後半には、希望された約10名の方が施設見学に
参加しました。普段はなかなか入る機会の少な
い施設を見学できたことで、地域と施設がつな
がる場ともなりました。今後も2か月に一度のペ
ースで定期開催を予定しています。引き続き、
多くの皆さまのご参加をお待ちしています。



地域活動の紹介② ②ページ

 家族介護教室　― 僧侶と車座で語る「いきいき終活」―

2月14日、家族介護教室として「僧侶と車座で語
る いきいき終活」を大船の鎌倉ファミリーホー
ルにて開催し、20名の皆さまにご参加いただき
ました。
ご住職の講話では、これからの人生との向き合
い方や心の整え方についてお話しいただきまし
た。「今、生きていることを楽しむ」ことの大
切さに触れ、参加者の皆さまも改めてご自身の
生き方を見つめ直す機会となりました。
 また、「生きていく」のではなく「生かされて
いる」という気持ちを持つことで、心が楽にな
ったと感じられた方もいらっしゃいました。
後半では、最近の葬儀事情について基礎知識を
わかりやすく解説しました。
 亡くなった後の手続きや火葬・役所での流れ、
近年のお葬式の形式や費用の目安、棺の種類、
お墓や墓じまいについてなど、具体的な内容を
お伝えしました。
参加者からは、「自分に何かあったときに備え
て、家族に伝えておきたい」、 「改めて身近な
こととして考えることができた。住職や葬儀の
お話がとても役立った」
 といった声をいただきました。今回は、特徴的
なプログラムとして入棺体験も実施しました。
希望された方にご体験いただき、終活をより現
実的に考えるきっかけとなりました。



地域活動の紹介③

2月7日、大船自治町内会連合会に所属する自治町
内会長の皆さまを対象に、「地域包括支援センタ
ーについて」をテーマとした勉強会を開催しまし
た。
地域包括支援センターの役割については、まだ十
分に知られていない現状があります。そうした中
で今回ご依頼をいただき、直接お話しする機会を
持てたことを大変ありがたく感じています。
当日は、地域包括支援センターの基本的な役割や
相談の傾向、地域活動の取り組み事例などをご紹
介しました。
町内会長の皆さまからは、広報誌について一定の
評価をいただき、今後、配布が可能な町内会には
広報誌をお届けすることとなりました。一方で、
「地域包括支援センターを知らない住民もまだ多
い」とのご意見もあり、大船駅周辺での出張相談
の実施や、相談先が分かりやすいチラシの作成な
ど、具体的なご提案もいただきました。実際に顔
を合わせて意見交換ができたことで、住民目線で
の改善点や課題を改めて把握する貴重な機会とな
りました。
また、町内会館の活用機会を増やしてほしいとの
ご要望や、既存の活動団体の高齢化に伴う今後の
運営への協力についてもご意見をいただきまし
た。いただいた声を大切に、一つひとつ前向きに
取り組んでいきたいと考えています。

③ページ

  大船自治町内会連合会　福祉勉強会の開催報告



元気な内から伝えたい情報① ④ページ

 障害のある方の高齢化・重度化、保護者亡き後への備え
鎌倉市では、新たに「地域生活支援拠点事業」が始まりました。
この事業は、障害のある方が住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう、
支援体制を整えることを目的としています。ご本人の高齢化や障害の重度化、ま
た保護者の方が亡くなった場合など、“もしも”のときに困らないよう支える仕組
みです。地域の実情に応じて体制を整備していきます。事前に登録しておくこと
で、緊急時にもスムーズに支援を受けることができます。支援内容としては、ヘ
ルパーが自宅を訪問しての介助や家事支援のほか、自宅での生活が難しい場合に
は一時的に施設へ宿泊できるよう調整を行います。対象となるかどうかは、下記
チラシをご確認のうえ、鎌倉市役所 障害福祉課までお問い合わせください。
【お問い合わせ】鎌倉市役所 障害福祉課電話：0467-61-3974



元気な内から伝えたい情報② ⑤ページ

地域包括支援センター　総合相談の傾向紹介①

地域包括支援センターは、日頃よりさまざまなご相談をお受けしている身近な相
談窓口です。「どんな相談が多いの？」「誰が相談しているの？」といった疑問
の声もいただくことから、今年度上半期の相談の傾向についてご紹介します。
① 担当地域は、人口規模や高齢化率に違いがあり、それぞれの地域特性によって
相談件数や内容にも特徴が見られます。
② ご本人からの相談だけでなく、ご家族からのご相談も多く、特に別居している
ご家族からの「最近様子が心配で…」という声が目立っています。
③ 初めてのご相談も多い一方で、継続的に関わらせていただくケースも一定数あ
り、支援が長期にわたる場合も増えています。
④ 相談は女性からのものが比較的多く、高齢期の男女差や、相談しやすさの違い
も影響していると考えられます。
⑤ ご相談の対象は70代後半から90代の方が中心で、80～90代になると体調の変
化をきっかけにご相談につながるケースが増える傾向があります。
⑥ 地域別では、駅から少し離れた地域で相談件数が多く見られ、今泉台は人口規
模を踏まえても比較的相談率が高い状況です。
⑦ 一方で、人口に対する割合で見ると、どの地域でも一定数の相談があり、地域
差はあっても支援のニーズは全域に広がっています。
⑧ 介護度としては、要支援や軽度から中程度の方が多く、体調不良や転倒などを
きっかけに「介護予防に取り組まれたい」段階でのご相談が目立っています。
⑨ 独居やご夫婦のみの世帯も多く、ご家族だけで支えることが難しい状況もあ
り、早めに外部の支援につながることの大切さがうかがえます。
⑩ 相談内容は介護に関するものが中心ですが、対応にあたっては医療機関や行政
機関など、多くの関係機関と連携しながら支援を行っています。
⑪ 今後は人口動態の変化に伴い、大船駅前周辺地域でも相談件数の増加が見込ま
れます。これからも、地域の皆さまが安心して暮らし続けられるよう、身近な相
談窓口として取り組んでまいります。お気軽にご相談ください。



元気な内から伝えたい情報③ ⑥ページ

地域包括支援センター　総合相談の傾向紹介②



元気な内から伝えたい情報④ ⑦ページ

 今泉さわやかセンター　開催イベントのご案内

【今泉さわやかセンター】

住所：鎌倉市今泉3-21-23

電話：0467-45-4611

交通手段：大船駅モノレール下バスターミナ

ル5番のりば江ノ電バス「鎌倉湖畔循環」

　


バス停「今泉不動」下車徒歩すぐ

【ワゴン車での送迎を行っています】

センターご利用の方のみご乗車いただけます。

事前のお申込みが必要となりますので、センター

へお問い合わせください。



元気な内から伝えたい情報⑤ ⑧ページ

 大船地区ボランティアセンターの講座案内
大船地区ボランティアセンターでは
4月18日（土）10:30～12:00
 大船ボランティアセンター会議室にて講座
を実施します。今回のセミナーテーマは
「終活を実行するには！」
 これからの人生を安心して過ごすために、
終活をどのように始め、進めていけばよい
かを分かりやすくお話しします。
当日はセミナーのほか、地域包括支援セン
ターの紹介も行います。また、ご希望の方
には個別相談会も実施しますので、気にな
ることや不安なことがある方はぜひご利用
ください。【お問い合わせ・お申し込み】
 大船地区ボランティアセンター
 電話：0467-48-1191
 （毎週火曜日・土曜日 10:00～12:00）
皆さまのご参加をお待ちしています。



元気な内から伝えたい情報⑥ ⑨ページ

 鎌倉市役所からのお知らせ― 自転車の交通違反について ―

道路交通法の改正により、令和8年4月1日から自転車にも「青切符（交通反則通
告制度）」が導入されます。
これは、比較的軽微な交通違反をした場合に「交通反則告知書（いわゆる青切
符）」が交付され、違反内容に応じた反則金を納める制度です。
自転車は手軽な乗り物ですが、法律上は「車両」の一つです。
 利用する私たち一人ひとりが、車両の運転者であるという自覚と責任を持ち、
これまで以上に交通ルールを守ることが大切になります。
また、自転車事故で亡くなった方の多くは、頭部の損傷が致命傷となっていま
す。負傷の場合は、腕や脚をけがするケースが多いとされています。
万が一の事故に備え、乗車時にはヘルメットを着用しましょう。
 自分の身を守るための大切な備えです。安全に、安心して自転車を利用できる
よう、日頃からルールとマナーを心がけましょう。



元気な内から伝えたい情報⑦ ⑩ページ

大船地域の民生委員児童委員の紹介！
民生委員確認の連絡先　大船支所　０４６７-４５-７７１１
鎌倉市役所生活福祉課の電話番号：０４６７ー６１－３９５８　ご活用ください



参加者募集中！注目の企画のご案内 ⑪ ページ


